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平成２４年度　入学生　教育課程表（主対象生徒　普通科　第３学年）

　 第１学年一般と特進は「総合的な学習の時間」に代えて「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽⅠ」を履修
　 第２学年一般理系のライフとバイオとテクノは「総合的な学習の時間」に代えて「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽⅡ」を履修
　 第２学年スーパーサイエンスは「総合的な学習の時間」に代えて「先端科学」と「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽラボ」を履修
　 第３学年スーパーサイエンスは「情報 B」に代えて「科学英語」と「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽラボ」を履修
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資料２　SSH運営指導委員会　議事要旨

第 20 回 ＳＳＨ運営委員会議事要旨

日時：平成２６年７月２３日（水）13 :30 〜 14：25
場所：名城大学附属高等学校　１階　会議室
出席者：伊藤元行・森岡　仙太・川勝　博
欠席者：天野　浩・山本　進一・永田　浩三
陪席者：鈴木・岩崎・伊藤【以上　附属高校】
　　　　佐藤【以上　大学教育開発センター】
配布資料：第１９回 SSH 運営委員会議事要旨（案）
資料１　平成 26 年度　SSH 運営指導委員会名簿
　　　　（平成 26 年 6 月 1 日現在）
資料２　スーパーサイエンスハイスクールの中間評価の
結果について
資料３　SSH 東海地区フェスタ開催概要
　　　　SSH 平成 25 年度　研究開発実施報告書
　　　　SSH 東海地区フェスタ 2014 レジュメ
　はじめに、附属高等学校伊藤教諭から、本日は天野委
員長が欠席のため、議長は伊藤元行委員が代理をお願い
する旨の発言があった。次に、鈴木勇治副校長から挨拶
が述べられた。

【確認事項】
第 19 回（平成 26 年 2 月 14 日（金）開催）の議事要旨は、
確認された。次に、資料に基づき、平成 26 年度ＳＳＨ
運営指導委員会委員が確認された。

【審議事項】
１． 中間評価ヒアリングについて
　伊藤教諭から、資料に基づき、平成 25 年 10 月 18
日（金）に文部科学省において行われた、中間評価ヒア
リングの結果について説明があった。
評価については４段階中、上から２番目の評価であり、
中間評価における主な講評を受けて、平成 26 年度の事
業計画書の見直しを進めているとの説明があった。
これを受けて、次のとおり討議を行い、承認された。
・本委員会で運営指導をしていく上で、現在進めている
事業計画の見直しについて、具体的な分析や実行計画内
容を委員会に提案した上で、議論を進めた方がいいので
はないか。→次回委員会において、資料を提出するので、
ご意見を伺いたい。
・主体的自発的な学びに向けての工夫について、名城の
特徴を活かし、できることを取り組んでもらいたい。
・生徒の変容について、目的や仮説に照らし合わせた検
証が十分ではないと講評されているが、研究仮説には、
すぐに結果が出るものと、長年かかるものがあるのでは
ないか。具体的にどのような指示が出ているのか。
→文部科学省は、「行間を読むように」としか言わず、
具体的な指示は出ていない。
ただし、すぐに結果を出すよう求めている。
・指導力向上（教育力向上）の取組として、ベテラン教
諭の授業を若手教諭に見てもらい、指導力向上に努める
方法がある。→今後の参考にさせていただきたい。
２． 活動報告について
　伊藤教諭から、資料に基づき、平成 26 年 7 月 19 日

（土）に開催された「ＳＳＨ東海地区フェスタ 2014」の
開催概要について説明があった。
引き続き、岩崎教頭から、資料に基づき、今年は、文部
科学省日本学術振興会の小松研究振興局長が視察された
旨も併せて説明があった。これを受けて、次のとおり討
議を行い、承認された。
・スーパーサイエンスクラスの学生は、すべて名城大学
の理系学部へ入学しているのか。→名城大学の理系学部
へ進学する学生は多いが、名城大学の文系学部や名城大
学以外にも進学している。
・今の活動に加えて、これからの時代は英語力を養う必
要がある。→本校では、すでに英語力に必要性を感じて
おり、英語力を養うためのプログラムを実施している。

第２１回 ＳＳＨ運営委員会議事要旨

日時：平成 26 年 12 月 10 日（水）15：30 〜 16：07
場所：名城大学附属高等学校　１階　会議室
出席者：伊藤元行・森岡　仙太・川勝　博・永田　浩三
欠席者：天野　浩・山本　進一
陪席者：高須・岩崎・横井【以上　附属高校】
　　　　楯・佐藤【以上　大学教育開発センター】
配布資料：第２０回 SSH 運営委員会議事要旨（案）
資料１　「SSH 東海地区フェスタ 2014」
資料２　2014 WRO（ワールド・ロボット・オリンピアド）
SSH 平成 25 年度研究開発実施報告書
　はじめに、岩崎教頭から、本日は天野委員長が欠席の
ため、議長は伊藤元行委員が代理をお願いする旨の発言
があり、確認された。次に、高須附属高等学校学校長から、
開催にあたり挨拶があった。

【確認事項】
第 20 回ＳＳＨ運営指導委員会議事要旨は確認された。
１． 中間評価ヒアリングについて
　岩崎教頭から、資料に基づき、第 20 回本委員会（平
成 26 年 7 月 23 日（水）開催）において意見のあった、「本
委員会で運営指導をしていく上で、現在進めている事業
計画の見直しについて、具体的な分析や実行計画内容を
委員会に提案した上で、議論を進めた方がいいのではな
いか。」との指摘を受けて、附属高校で「高大協同によ
る国際的科学リーダーの育成」における課題達成に向け
た検証結果の説明があった。これを受けて、意見交換が
あり、この内容も踏まえ、引き続き、附属高校で成果検
証のあり方を検討することが確認された。

【報告事項】
１． SSH 東海地区フェスタ 2014 について
　横井教諭から、資料に基づき、平成 26 年 7 月 19 日（土）
に開催された「SSH 東海地区フェスタ 2014」について、
報告があり、了承された。
２． 2014 ＷＲＯ（ワールド・ロボット・オリンピアド）
　横井教諭から、資料に基づき、2014 ＷＲＯについて
説明があり、名城大学附属高等学校から SS 指定クラブ
であるメカトロ部の３チームが全国大会へ出場し、その
うち１チームが「ＷＲＯ 2014 ソチ国際大会」へ出場し
たとの報告があり、了承された。 　　以上


